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一
〇
號

ま
た
、
裘
錫
圭
の
説
を
受
け
継
ぐ
李
宗
煜
が
「
豊
豐
辨
」
の
説
く
と
こ
ろ
を
批

判
し
（
李
宗
煜
「
從
豐
豐
同
形
談
商
代
的
新
酒
與
陳
釀
」、『
出
土
材
料
與
新
視
野
』

台
北
中
研
院
二
〇
一
三
年
）、「
一
形
多
用
」
の
立
場
か
ら
、

豐
（

）
は
、
玉
を
飾
っ
た
大
鼓
で
、
鼓
聲
が
宏
大
で
充
盈
す
る
と
こ
ろ
か

ら
引
申
し
て
大
、
滿
の
字
義
が
う
ま
れ
、
遂
に
は
豊
か
と
な
る
。
鐘
鼓
は
本
来
禮

樂
用
の
楽
器
で
あ
っ
た
も
の
が
、
遂
に
は
鼓
の
形
か
ら
禮
が
想
起
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
。
實
物
が
豐
滿
や
禮
節
を
表
示
す
る
わ
け
で
あ
る
。

と
い
う
所
説
は
表
意
的
で
あ
る
と
批
判
し
て
、
自
説
を
確
か
め
て
い
る
。

（
笠
川
直
樹
）

長
子
口
墓
不
是
微
子
墓

本
論
文
は
、「
長
子
口
」
銘
を
持
つ
青
銅
器
が
多
数
出
土
し
た
西
周
代
の
大
墓

に
つ
い
て
、
文
献
に
見
え
る
「
微
子
」
の
墓
で
は
な
い
こ
と
を
論
じ
た
短
編
で
あ

る
。
な
お
、
本
論
文
に
は
拓
本
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
次
図
は
『
近
出
殷

周
金
文
集
録
二
編
』
二
〇
一
を
引
用
し
た
。

当
該
の
大
墓
は
、
河
南
省
鹿
邑
県
で
一
九
九
七
年
に
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
墓

主
は
六
〇
歳
前
後
の
男
性
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
三
五
件
の
「
長
子
口
」
銘

の
青
銅
器
、
お
よ
び
三
件
の
「
子
口
」
銘
の
青
銅
器
が
出
土
し
た
。

当
初
の
発
掘
簡
報
で
は
、殷
墟
甲
骨
文
に
見
え
る
「
長
子
」
を
「
長
国
の
諸
侯
」

と
し
、「
長
子
口
」
の
祖
父
で
あ
る
と
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
後
の
発
掘
報
告
で

は
「
長
子
口
」
を
「
長
を
氏
と
す
る
」
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、そ
の
ほ
か
の
「
長

子
」
あ
る
い
は
「
長

」
の
銘
を
も
つ
青
銅
器
も
「
長
氏
」
の
も
の
と
し
、「
長
氏
」

が
西
周
前
半
期
ま
で
存
在
し
た
と
し
た
。

一
方
、
二
〇
〇
二
年
に
は
王
恩
田
が
「
長
子
口
」
を
文
献
資
料
に
見
え
る
「
微

子
啓
」
あ
る
い
は
そ
の
弟
の
「
微
仲
衍
」
と
し
た
（
筆
者
注
：
微
子
啓
は
宋
の
初

代
諸
侯
、
微
仲
衍
は
第
二
代
）。

同
年
、
日
本
で
松
丸
道
雄
が
こ
れ
に
同
調
し
、「
長
子
口
」
を
「
微
子
啓
」
と

す
る
文
章
を
朝
日
新
聞
に
発
表
し
た
。
論
拠
と
し
た
の
は
、
1
．「
長
」
字
は
訛

誤
で
「
微
」
字
に
な
り
う
る
、
2
．『
呂
氏
春
秋
』
誠
廉
で
微
子
が
「
世
為
長
侯
、

守
殷
常
祀
」
だ
っ
た
と
す
る
の
が
「
長
国
の
侯
」
と
解
釈
で
き
る
、
3
．「
口
」

が
上
古
音
で
「
啓
」
と
同
紐
と
解
釈
で
き
る
と
い
う
三
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本

来
は
「
長
子
口
」
だ
っ
た
の
が
訛
誤
や
通
用
に
よ
り
「
微
子
啓
」
に
な
っ
た
と
す

る
の
で
あ
る
。

本
論
文
の
著
者
で
あ
る
林

は
、
年
賀
状
で
松
丸
道
雄
に
対
し
て
い
く
つ
か
の

反
論
を
し
た
と
い
う
。
林

は
個
人
的
な
討
論
と
し
て
い
た
の
だ
が
、
二
〇
〇
四

年
に
常
耀
華
が
松
丸
道
雄
の
主
張
を
『
中
国
文
物
報
』
に
中
国
語
訳
し
て
掲
載
し
、

さ
ら
に
高
西
省
も
同
誌
に
お
い
て
「
長
子
口
」
を
「
微
子
啓
」
と
す
る
文
章
を
発

表
し
た
た
め
、
あ
ら
た
め
て
正
式
に
自
身
の
見
解
を
発
表
し
た
と
い
う
経
緯
で
あ

る
（
筆
者
注
：
本
論
文
の
執
筆
は
二
〇
〇
四
年
だ
が
公
刊
は
二
〇
〇
五
年
）。

林

は
、
以
下
の
三
点
を
反
論
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

一
点
目
は
字
形
で
あ
る
。
王
恩
田
は
、
字
形
の
上
部
を
区
別
せ
ず
、
杖
を
持
っ



古
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一
二
二

た
形
が
「
長
」
で
持
た
な
い
形
が
「
微
」
と
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
使
い
分
け
は

見
ら
れ
な
い
。「
長
」
と
「
微
」
は
、
人
の
形
の
上
部
に
相
違
が
あ
り
（
本
頁
に

引
用
し
た
表
を
参
照
）、
ま
た
牆
盤
で
は
同
一
銘
文
中
で
両
者
の
字
形
が
使
い
分

け
ら
れ
て
い
る
。

西
周
代
に
は
「
長
子
狗
鼎
」
や
「
長

簋
」
な
ど
が
あ

り
、
長
氏
の
存
在
を
証
明
し
て
い
る
。
ま
た
牆
盤
は
殷
代

か
ら
微
氏
が
存
在
し
た
こ
と
を
証
明
し
て
お
り
、
こ
の
両

族
は
同
一
氏
族
で
は
あ
り
得
な
い
（
筆
者
注
：
時
代
が
降

る
牆
盤
を
用
い
ず
と
も
殷
墟
甲
骨
文
に
は『
甲
骨
文
合
集
』

六
九
八
七
・『
甲
骨
文
合
集
補
編
』
一
八
三
六
な
ど
多
数

に
地
名
・
族
名
と
し
て
「
微
」
が
見
え
る
。
な
お
、
殷
墟

甲
骨
文
に
「
長
子
」
の
語
が
見
え
る
の
は
第
三
期
の
み
で

あ
り
、
こ
の
時
代
に
は
称
号
と
し
て
の
「
某
子
」
や
「
子

某
」
が
使
わ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
場
合
に
は
文
字
通

り
「
年
長
の
子
」
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
文
章
が
完
整

し
て
い
る
の
は
『
甲
骨
文
合
集
』
二
七
六
四
一
の
み
で
あ

り
、「
其
又
（
侑
）
長
子
」
と
あ
る
の
で
、
死
去
し
た
長

子
と
考
え
て
問
題
は
な
い
）。

二
点
目
は
、『
呂
氏
春
秋
』
誠
廉
の
解
釈
で
あ
る
。
松

丸
道
雄
は
「
世
為
長
侯
」
を
「
世
々
、
長
の
侯
と
為
る
」

と
解
釈
す
る
が
、微
子
が
封
建
さ
れ
た
の
は
宋
国
で
あ
り
、

長
国
で
は
な
い
（
筆
者
注
：
微
子
は
称
号
か
ら
初
封
が
微

と
考
え
ら
れ
、
宋
へ
の
初
封
は
第
三
代
の
宋
公
と
推
定
さ

れ
る
が
、『
呂
氏
春
秋
』
が
著
さ
れ
た
戦
国
時
代
に
は
微
子
の
宋
国
封
建
が
広
く

信
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
、
こ
の
議
論
は
成
立
す
る
）。
ま
た
宋
国
の
都
城
は
商
丘

で
あ
り
、
大
墓
が
位
置
す
る
鹿
邑
県
か
ら
離
れ
て
い
る
（
筆
者
注
：
殷
代
〜
西
周

代
初
期
の
微
の
位
置
は
不
明
）。

『
呂
氏
春
秋
』
の
「
世
為
長
侯
」
は
、「
又
使
保
召
公
就
微
子
開
（
筆
者
注
：
前

漢
景
帝
の
避
諱
）
於
共
頭
之
下
、
而
与
之
盟
曰
」
に
続
く
句
で
あ
り
、「
長
」
は

地
位
を
示
す
も
の
と
し
て
読
む
べ
き
で
あ
る
。宋
公
は
殷
王
の
末
裔
で
あ
る
た
め
、

東
周
時
代
に
も
王
の
下
、
諸
侯
の
上
と
い
う
特
殊
な
地
位
を
保
持
し
て
い
た
。
こ

れ
が
「
世
為
長
侯
（
世
々
、
侯
に
長
た
り
）」
を
指
し
て
い
る
（
筆
者
注
：
こ
れ

も
実
態
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
が
、
や
は
り
戦
国
時
代
に
は
広
く
信
じ
ら
れ
て

い
た
の
で
議
論
が
成
立
す
る
）。

三
点
目
は
器
物
の
件
数
で
あ
る
。
高
西
省
は
当
該
の
墓
が
「
九
鼎
八
簋
」
で
あ

る
こ
と
か
ら
身
分
が
非
常
に
高
い
と
す
る
が
、
実
際
に
は
墓
中
か
ら
発
見
さ
れ
た

銅
鼎
は
二
二
件
、
銅
簋
・
陶
簋
は
合
計
一
二
件
で
あ
る
。
高
西
省
は
、
そ
の
う
ち

九
件
の
銅
鼎
（
析
子
孫
方
鼎
二
、
子
方
鼎
二
、
長
子
口
帯
蓋
方
鼎
五
）
と
八
件
の

陶
簋
（
雷
紋
無
耳
陶
簋
四
、
雷
紋
双
耳
陶
簋
四
）
を
恣
意
的
に
取
り
出
し
た
だ
け

の
こ
と
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
「
九
鼎
八
簋
」
自
体
が
西
周
代
の
用
鼎
制
度
の
実
態
に
合
致
し
て
い

な
い
。
実
際
に
は
、
五
件
の
同
形
鼎
を
一
組
に
し
、
ま
た
四
件
の
同
形
銅
簋
ま
た

は
同
形
陶
簋
を
一
組
に
す
る
と
い
う
現
象
が
あ
り
、
当
該
の
大
墓
出
土
の
銅
器
・

陶
簋
で
も
そ
の
組
み
合
わ
せ
が
見
ら
れ
る
。

（
落
合
淳
思
）




